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振内中学校卒業式（3月 15日振内中学校卒業式（3月15日））
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第
6
次
平
取
町
総
合
計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

将
来
を
担
う
ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画

に
な

平
取
町
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
18
年

度
を
初
年
度
と
し
た
「
第
5
次
平
取

町
総
合
計
画
」
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ

も
と

く
り
の
事
業
を
推
進
し
、
平
成
27
年

度
に
最
終
年
次
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
間
、
市
町
村
合
併
を
せ
ず
に
自
立

を
選
択
し
行
財
政
改
革
を
進
め
、
財

政
の
健
全
化
に
務
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
口
減
少
時
代
の
到
来

や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
地
方

の
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し
く
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
自
立
の
道
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
に
も
、
産
業
の
振
興

や
交
流
人
口
の
拡
大
、
福
祉
の
充
実

と
健
全
な
財
政
運
営
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、

お

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
計
画
実
現
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

計
画
策
定
の
目
的

総
合
計
画
は
、
地
域
や
社
会
情
勢
な
ど

の
変
化
を
受
け
止
め
、
平
取
町
が
未
来
に

向
か
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
め
ざ

す
べ
き
テ
ー
マ
や
基
本
目
標
を
設
定
し
ま

す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
町
民
、
議
会
、

町
長
、
行
政
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

お
い
て
推
進
す
る
基
本
的
な
取
り
組
み
の

方
向
性
を
示
し
な
が
ら
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
町
政
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

計
画
の
位
置
付
け

平
取
町
が
未
来
に
向
か
っ
て
持
続
的
な

発
展
が
で
き
る
よ
う
、
長
期
的
視
点
か
ら

め
ざ
す
べ
き
将
来
像
や
基
本
目
標
を
設
定

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
に
お
い
て
推
進
す
べ
き
基
本
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
を
示
す
計
画
で
、
行
政
分

野
に
は
、
法
令
に
基
づ
く
計
画
や
独
自
に

策
定
し
た
計
画
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
個
別
行
政
分
野
に
お
け

る
基
本
的
方
向
性
を
示
す
指
針
的
計
画
と

な
り
ま
す
。

計
画
の
期
間

第
6
次
平
取
町
総
合
計
画
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
37
年
度
ま
で
の

37

10
ヵ
年
計
画
で
、

基
本
計
画
の
前
半
5
年
間
を
前
期
計
画
、

後
半
5
年
間
を
後
期
計
画
と
し
ま
す
。

計
画
の
変
更
手
順
の
明
確
化

計
画
期
間
が
10
年
間
の
計
画
と
な
り
、

社
会
情
勢
の
変
化
が
激
し
い
昨
今
の
状
況

を
踏
ま
え
れ
ば
、
計
画
が
時
代
に
適
合
し

な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

計
画
で
は
計
画
の
変
更
手
順
を
定
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、

臼
基
本
構
想
と
基
本
計
画
の
変
更

猿
社
会
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
う
変
更

猿
町
長
選
挙
公
約
に
と
も
な
う
変
更

渦
事
業
実
施
計
画
の
事
業
内
容
の
変
更

お
よ
び
新
規
事
業

猿
毎
年
実
施
す
る
ロ
ー
リ
ン
グ
よ
る
変
更

猿
社
会
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
う
変
更

猿
町
長
選
挙
公
約
に
と
も
な
う
変
更

平
成
28
年
4
月
か
ら
新
し
い
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

37363534333231302928

基本構想（10年間）

前期計画（5年） 後期計画（5年）

平成

「第 6次平取町総合計画」
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地
域
社
会
や
家
庭
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
子
ど
も

た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛

着
心
と
他
者
へ
の
思
い
や
り
、
平
取
町
の
歴
史
文
化
を
愛
し
、

ま
た
、
生
涯
各
期
に
お
い
て
健
康
で
明
る
く
、
生
き
が
い
と

心
の
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、「
豊
か
な

心
を
育
む
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
課
題

★
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
（
重
要
な

項
目
で
あ
っ
て
満
足
度
が
低
い
項
目
）

猿
バ
ス
な
ど
の
交
通
の
利
便
性

猿
日
常
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
利
便
性

猿
企
業
誘
致
と
就
業
機
会
・
雇
用
の
確
保

猿
医
療
機
関
の
整
備
や
医
療
体
制
の
充
実

★
今
後
10
ヵ
年
の
課
題

今
後
の
10
ヵ
年
の
課
題
と
し
て
は
、
少

子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
な
か
で
、
人

口
を
で
き
る
だ
け
減
少
さ
せ
ず
、
生
産
人

口
を
増
加
さ
せ
る
施
策
の
展
開
、
高
齢
者

施
策
・
少
子
化
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
、

各
地
域
を
ど
う
守
る
か
を
町
民
と
行
政
が

共
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

猿
人
口
減
少
に
よ
る
少
子
化
・
高
齢
化
・

過
疎
化

猿
地
域
産
業
の
向
上
と

新
た
な
産
業
の
創
出

猿
町
民
と
行
政
と
の
協
働
と

行
政
の
効
率
化

総
合
計
画
の
テ
ー
マ
と
目
標
人
口

子
ど
も
た
ち
に
夢
・
希
望
を
与
え
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に

総
合
計
画
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち
は
町
民
み
ん
な
で
つ
く
る
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
へ
つ
な
ぐ
、
い
つ
も
笑
顔

で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
、
ま
ち
づ
く
り

の
テ
ー
マ
を
「
み
ん
な
で
つ
く
る
、
未
来

へ
つ
な
ぐ
。
あ
ふ
れ
る
笑
顔
、び
ら
と
り
」

と
定
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
し
い
計
画

で
は
、
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食
い
止
め

る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
人
口
推

計
で
は
10
年
後
に
4
埀5
3
8
人（
町
独
自

推
計
）
と
な
り
ま
す
が
、
4
埀8
0
0
人
を

目
標
人
口
と
定
め
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

ま
ち
づ
く
り
の
最
終
目
標
は
「
町
民
が

し
あ
わ
せ
を
感
じ
暮
ら
し
て
い
け
る
こ

と
」
に
あ
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
平
取

町
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が
安
全
で
快
適
に

健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

な
町
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。「
ま
ち
づ
く

り
」
と
は
、
こ
れ
を
施
策
と
し
て
実
現
し

て
い
く
た
め
に
、
5
つ
の
基
本
目
標
を
掲

げ
て
そ
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

臼
小
中
学
校
教
育

焔
教
育
内
容
の
充
実

焔
学
校
運
営
の
推
進

焔
学
校
施
設
・
教
育
環
境
の
充
実

渦
高
校
教
育

焔
地
域
と
と
も
に
歩
む
高
校
教
育

の
支
援

嘘
社
会
教
育

焔
家
庭
教
育
・
幼
児
教
育
の
充
実

焔
青
少
年
教
育
の
充
実
と
健
全
育

成
の
推
進

焔
成
人
教
育
の
充
実

焔
社
会
教
育
活
動
の
環
境
整
備

焔
芸
術
・
文
化
活
動
の
充
実

唄
ス
ポ
ー
ツ

焔
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

焔
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

欝
図
書
活
動

焔
図
書
館
・
読
書
活
動
等
の
充
実

蔚
ア
イ
ヌ
文
化

焔
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物
館
の

整
備
充
実

焔
ア
イ
ヌ
文
化
の
理
解
促
進
お
よ

豊かな
心を育む

まちづくり
教育・文化

び
普
及
啓
発

焔
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
活
動
団
体
へ

の
支
援
と
協
力

焔
イ
オ
ル
空
間
等
に
お
け
る
伝
統

文
化
や
活
動
の
推
進

焔
実
践
的
な
調
査
・
研
究
と
保
全
・

保
護
の
推
進

焔
先
住
民
族
国
際
交
流
の
推
進

鰻
文
化
財
保
護

焔
有
形
・
無
形
文
化
財
等
の
保
護

推
進

焔
文
化
的
景
観
の
保
護
推
進

焔
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
活
用

焔
開
拓
財
産
の
整
備
と
活
用

隔伝統的工芸品（イタ・アットゥシ）

「第 6次平取町総合計画」
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焔
企
業
誘
致
の
推
進

こ
れ
ま
で
育
ん
だ
「
平
取
ブ
ラ
ン
ド
」
の
さ
ら
な
る
進
化
を

め
ざ
し
、
農
業
・
林
業
・
観
光
な
ど
豊
か
な
地
域
資
源
を
生

か
し
な
が
ら
、
食
・
環
境
で
自
立
し
た
平
取
町
を
確
立
し
、

今
よ
り
さ
ら
に
魅
力
の
あ
る
地
域
を
創
造
し
「
活
力
を
生
む

ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

少
子
化
・
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
地
域
に
お
い
て
お
互
い
が

支
え
あ
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

臼
保
健
・
健
康
づ
く
り

焔
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進

焔
母
子
保
健
の
充
実

焔
健
診
体
制
・
保
健
指
導
の
強
化

焔
食
育
の
推
進

渦
医
療
・
社
会
保
障

焔
医
療
体
制
の
維
持
・
充
実

焔
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
制
度
の
適
正
な
運
用

焔
国
民
年
金
制
度
の
啓
発

焔
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営

嘘
子
育
て
支
援

焔
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
提
供

焔
子
育
て
支
援
体
制
の
整
備
・
充
実

焔
療
育
体
制
の
充
実

焔
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
の
充
実

唄
高
齢
者
支
援

焔
介
護
予
防
の
推
進

焔
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

焔
認
知
症
施
策
の
推
進

焔
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進

焔
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

住
ま
い
の
確
保

焔
高
齢
者
が
積
極
的
に
参
加
す
る

臼
農
業

焔
農
地
の
維
持
・
保
全

焔
農
業
経
営
の
安
定
・
強
化

焔
担
い
手
の
確
保
・
育
成

焔
食
の
安
全
・
安
心
・
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
の
推
進

焔
び
ら
と
り
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信

渦
林
業

焔
森
林
整
備
の
促
進

焔
循
環
型
森
林
経
営
の
推
進

焔
民
有
林
の
経
営
安
定
の
推
進

焔
路
網
等
施
設
整
備
の
推
進

嘘
商
工
業

焔
地
元
商
工
業
の
育
成

焔
商
工
業
団
体
の
支
援

唄
観
光

焔
観
光
基
盤
の
整
備

焔
観
光
資
源
の
活
用

焔
観
光
情
報
の
発
信

焔
観
光
体
制
の
強
化

欝
雇
用
対
策

焔
雇
用
拡
大
と
労
働
環
境
の
向
上

健やかに
暮らせる

まちづくり
保健・医療・介護・福祉

活力を
生む

まちづくり
産業

地
域
づ
く
り

焔
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

欝
障
が
い
者
支
援

焔
障
が
い
者
自
立
支
援
の
充
実

焔
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

焔
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
相
互

理
解
の
促
進

蔚
ア
イ
ヌ
福
祉

焔
ア
イ
ヌ
福
祉
施
策
の
推
進

鰻
地
域
福
祉

焔
総
合
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

焔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

焔
生
活
の
安
定
と
自
立
支
援

「第 6次平取町総合計画」

隔すずらん観賞会 隔緊急雇用創出事業（町有林枝払い）

隔子育て講座

３
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雪
が
少
な
く
温
暖
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
特
徴
を
生
か
し

な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
、
人
に
や
さ
し
い
生
活
環
境
の

確
保
を
図
る
た
め
、
情
報
通
信
基
盤
の
充
実
、
道
路
交
通
網

の
整
備
な
ど
社
会
基
盤
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
愛
着
を
持
っ

て
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
、「
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
に
入
り
地
域
の
在
り
よ
う
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
で
あ
る
と

い
う
認
識
の
も
と
、
誰
も
が
平
等
に
参
加
の
機
会
や
ま
ち
の

情
報
を
容
易
に
手
に
で
き
、
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
が
で
き
る
よ
う
、「
み
ん
な
で
歩
む
協
働
の
ま

ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

臼
土
地
利
用
・
生
活
基
盤
の
整
備

焔
総
合
的
な
土
地
利
用
の
推
進

焔
道
路
の
整
備

焔
情
報
通
信
の
維
持
・
活
用

焔
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

焔
水
道
施
設
の
整
備

焔
水
道
事
業
の
健
全
経
営

焔
生
活
雑
排
水
の
整
備

焔
河
川
の
整
備

焔
水
源
地
域
の
整
備

渦
町
民
生
活

焔
犯
罪
の
防
止
と
交
通
安
全

焔
消
費
者
保
護

焔
環
境
衛
生
の
推
進

嘘
防
災
・
消
防
・
救
急

焔
防
災
体
制
の
整
備

焔
治
山
・
治
水
対
策
の
強
化

焔
消
防
施
設
・
設
備
の
充
実

焔
消
防
組
織
の
強
化
と
消
防
団
の

活
性
化

焔
防
火
意
識
・
救
命
知
識
の
向
上

唄
住
宅

焔
住
環
境
づ
く
り
と
定
住
の
促
進

焔
公
営
住
宅
の
計
画
的
な
整
備

快適に
暮らせる

まちづくり
生活環境

欝
環
境
対
策

焔
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進

焔
環
境
保
全
対
策
の
推
進

焔
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進

焔
緑
化
活
動

蔚
景
観
・
公
園
・
緑
地

焔
景
観
の
維
持
・
整
備

焔
公
園
の
維
持
・
整
備

臼
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

焔
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実

焔
自
治
会
・
町
内
会
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進

焔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
団
体

等
の
支
援

焔
多
様
な
交
流
・
協
力
活
動
の
推
進

渦
人
権
・
男
女
共
同
参
画

焔
人
権
意
識
の
啓
発

焔
男
女
共
同
参
画
意
識
の
醸
成

嘘
行
政
運
営

焔
効
率
的
な
行
政
組
織
の
運
営

焔
職
員
の
資
質
の
向
上

焔
住
民
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
拡
充

焔
広
域
行
政
の
推
進

唄
財
政
運
営

焔
堅
実
な
財
政
運
営

焔
公
有
財
産
の
適
正
な
運
用

焔
公
営
企
業
会
計
の
健
全
化

「第 6次平取町総合計画」

隔ひざ・びらとり隔役場本庁舎

隔災害対応特殊救急自動車（消防署平取支署）

みんなで
歩む協働の
まちづくり
町民活動・行政活動

４
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地域防災計画の一部改正

概 要種 類

大雨により重大な災害が発生するおそれが著しく大きいときに発表される。

大雨特別警報（土砂災害）、大雨特別警報（浸水害）、大雨特別警報（土砂災害、浸水

害）のように、特に警戒すべき事項が明記される。

大雨特別警報
特

別

警

報

大雪により重大な災害が発生するおそれが著しく大きいときに発表される。大雪特別警報

暴風により重大な災害が発生するおそれが著しく大きいときに発表される。暴風特別警報

雪をともなう暴風により重大な災害が発生するおそれが著しく大きいときに発表さ

れる。「暴風による重大な災害」に加えて「雪をともなうことによる視程障害などに

よる重大な災害」のおそれについても警戒を呼びかける。

暴風雪特別警報

猿第 1章（総則）第 2節（防災関係機関等の処理すべき事務又は業務）第 1事務と業務の大綱
陸上自衛隊第 7師団第 7特科連隊を追加しました。
事務または業務について、災害に関する情報の伝達、収集に関することなどを追加しました。

猿第 2章（防災組織）第 2節（気象業務に関する計画）第 2特別警報、警報、注意報及び火災気象通報
計画に気象特別警報等を追加しました。（下表参照）

猿第 3章（風水害等対策）第 1節（災害予防計画）第 2土砂災害の予防
北海道において、土砂災害について基礎調査（土砂災害特別警戒区域給レッドゾーン旧および土砂

災害警戒区域給イエローゾーン旧）の実施が強化されたため、計画の条文を整理しました。

猿第 3章（風水害等対策）第 1節（災害予防計画）第 10災害時要援護者対策
災害対策基本法の一部改正によって、新たに避難行動要支援者名簿の作成等の規定が設けられた

ことにともない、計画に項目と条文を追加しました。

鞄鞄防災計画におけ防災計画におけるる避難所避難所の指定変更の指定変更（追加・削除）（追加・削除）※次頁参照※次頁参照

猿「ふれあいセンターびらとり」を指定避難所として追加しました。
猿本町 88番地 1の一部が土砂災害特別警戒区域に指定されため、町民体育館を削除しました。
猿振内 12町内集会所が取り壊しとなったため削除しました。

※特別警報：大雨、大雪、暴風、暴風雪によって、重大な災害が起こるおそれが著しく大きい場合、気象庁がその旨
を警告して行う予報

地域防災計画が一部改正されまし地域防災計画が一部改正されましたた
2月 242月 24日日（水）（水）ふれあいセンターびらとりにおいて「平取町防災会議」が開催されふれあいセンターびらとりにおいて「平取町防災会議」が開催され、、

平取町地域防災計画の一部改正等が承認されました平取町地域防災計画の一部改正等が承認されました。。
ここでは、主な改正の内容をお知らせしますここでは、主な改正の内容をお知らせします。。

鞄鞄防災計画本文防災計画本文のの追加と訂正追加と訂正
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猿まずは、警察に連絡しましょう

必ず警察に連絡し、人身事故として「事故証明書」を出してもらいましょう。
猿必ず市町村の窓口にも申請しましょう

保険証、加入者（被保険者）の印鑑、「事故証明書」をもって、「第三者行為による被害届」の申請をしてく
ださい。

主 な 内 容協 定 名 称締 結 日機 関 名

物資の輸送業務について協力を要請する
ことができる

緊急時における輸送業務に
関する協定

平成27年
7月17日

室蘭地区トラック協会
沙流川支部

物資を必要とするときは保有商品等の供
給について協力を要請することができる

災害時等における応急生活
物資の供給に関する協定

平成27年
11月1日

びらとり農業協同組合

ガソリンや灯油など、重要な施設等に燃料
の供給・あっせんについて協力を要請する
ことができる

災害時等におけるガソリン

等燃料の供給に関する協定

平成27年
11月1日

室蘭石油株式会社
平取営業所

株式会社オアシス石油

有限会社丹野商店

情報の収集・整理・共有、救助活動等のた
めの地域の使用・生活救助等をつうじて、
適切かつ効率的な人命救助活動・生活救助
活動に役立てることができる

大規模災害時等の情報共有
要領及び生活救助等に関す
る協定

平成27年
12月10日

陸上自衛隊第7師団
第7特科連隊

町民に対して必要な情報を迅速に提供す
るとともに行政機能の低下を軽減する

災害に係る情報発信等に関
する協定

平成28年
1月19日

ヤフー株式会社

名 称地 区 名
沙 流 川 ア ー ト 館川 向

紫 雲 古 津 生 活 館紫 雲 古 津

去 場 生 活 館去 場

荷 菜 多 目 的 研 修 セ ン タ ー荷 菜

ふれあいセンターびらとり
（指定避難所として追加）

本 町

本 町 生 活 館

平 取 生 活 館

み ど り が 丘 住 民 セ ン タ ー

中 央 公 民 館

平 取 中 学 校

小 平 生 活 館小 平

二 風 谷 小 学 校二 風 谷

荷 負 生 活 館
荷 負

ペ ナ コ リ 生 活 館

貫 気 別 町 民 セ ン タ ー

貫 気 別
貫 気 別 福 祉 セ ン タ ー

貫 気 別 小 学 校

本 村 生 活 館

旭 生 活 館旭

芽 生 生 活 改 善 セ ン タ ー芽 生

長 知 内 ふ れ あ い セ ン タ ー長 知 内

幌 毛 志 生 活 改 善 セ ン タ ー幌 毛 志

振 内 町 民 セ ン タ ー

振 内 町

振 内 青 少 年 会 館

振 内 小 学 校

振 内 1 4 町 内 集 会 所

池 売 生 活 セ ン タ ー

岩 知 志 ふ れ あ い 館
岩 知 志

上 岩 知 志 住 民 セ ン タ ー

豊糠体験宿泊施設「とよぬか山荘」豊 糠

名 称地 区 名
川 向 生 活 館川 向

紫 雲 古 津 小 学 校紫 雲 古 津

紫 雲 古 津 小 学 校去 場

平 取 小 学 校荷 菜

ふ れ あ い セン タ ー び ら と り本 町

小 平 生 活 館小 平

二 風 谷 生 活 館
二 風 谷

沙 流 川 歴 史 館

旧 荷 負 小 学 校
荷 負

ペ ナ コ リ 生 活 館

貫 気 別 生 活 館

貫 気 別 貫 気 別 ラ イ ス セ ン タ ー

本 村 生 活 館

旭 生 活 館旭

芽 生 ふ れ あ い セ ン タ ー芽 生

長 知 内 ふ れ あ い セ ン タ ー長 知 内

幌 毛 志 生 活 改 善 セ ン タ ー幌 毛 志

振 内 町 民 セ ン タ ー
振 内 町

池 売 生 活 セ ン タ ー

岩 知 志 ふ れ あ い 館岩 知 志

岩 知 志 ふ れ あ い 館仁 世 宇

豊 糠 生 活 改 善 セ ン タ ー豊 糠

災害の危険性がなくなるまで、
必要な期間滞在できる施設。

指定避難所 一時避難場所 災害時の危険を回避するため
に一時的に避難する場所。

隔貫気別自治会災害図上訓練汲ＤＩＧ泣（平成27年12月）

鞄鞄その他その他（（協定の新たな締結協定の新たな締結））
災害時に様々なことが想定されるため、関係機関と協定を締結し災害の減災に取り組んでいます。

地域防災計画の一部改正
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ふれあいセふれあいセンンタターびらとりーびらとりのの

防災防災機機能が能が向向上上ししましましたた

隔ふれあいセンターびらとりの屋上に設置された 19.1kW の太陽光パネル

問 地域防災計画・指定避難所に関すること：まちづくり課防災係（緯2-2222）
ぼうさい

施設の自立給電システムに関すること：まちづくり課地域戦略係（緯2-2222）
ちいきせんりゃく

主に導入した設備
猿太陽光パネル（19.1kW）
猿蓄電池（31.2kWh）
猿高効率照明（事務室・ホール等 LED照明）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り

の
防
災
機
能
と
設
備
を
強
化

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り

が
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
、
さ

ら
に
今
年
度
、
平
成
27
年
度
二
酸

化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
等

補
助
金
（
防
災
拠
点
等
へ
の
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
事
業
）

に
よ
っ
て
防
災
設
備
を
新
た
に
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
が

大
幅
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

隔施設入り口の指定避難所案内板

隔施設の地下書庫に設置された蓄電池

非
常
時
の
給
電
の
ほ
か
平
常

時
の
省
エ
ネ
に
も
貢
献

こ
の
設
備
導
入
に
よ
っ
て
、
通

常
時
は
電
力
の
使
用
量
を
抑
制
し
、

停
電
を
と
も
な
う
大
規
模
な
災
害

発
生
時
（
非
常
時
）
に
は
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
か
ら
の
自
立

じ

り

つ

給
電（
※
1
）
が
可
能
と
な
り
ま

き
ゅ
う
で
ん

し
た
。

※
1
自
立
給
電

じ
り
つ
き
ゅ
う
で
ん

平
常
時
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
高
効
率
照
明
機
器
（
L
E
D

等
）
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で

施
設
の
省
エ
ネ
、
節
電
効
果
も
期

待
で
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
。
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忙しい朝の栄養たっぷり簡単スープ
『中華風コーンスープ』
【材料】（4人分）
ほうれん草 100g 卵 1個
クリームコーン 100g 水 400ml コンソメ 1個
塩・こしょう 少々 酒 大さじ1 水溶き片栗粉 小さじ1
【作り方】
1.ほうれん草は固めにゆで、短く刻んでおく。
2.鍋にクリームコーン・水・コンソメを入れ中火で温め、
2.塩・こしょう・酒を入れ、水溶き片栗粉でとろみをつける。
3.溶き卵を少しずつ流し入れ、ざっくり混ぜる。
4.器に盛り、1のほうれん草をうえにちらす。
参考レシピ：野菜ソムリエ 栗田幸江氏紹介レシピ
（平成28年2月25日実施:地産地消を学ぶ料理教室より）

朝、起きたての体はエネルギーが空っぽです。人間は寝ている
間にも体のさまざまな器官が働いていて、体内に蓄えられたエネ
ルギーは常に消費されています。もちろん子どもも同様です。
朝の起きたては「体温」も「血糖値」も下がっていて、いわば

ガス欠状態です。
朝食をきちんと食べた人の場合、体温が上がり、胃や脳にも刺

激が与えられて、全身が目覚めます。

朝は心も体もガス欠状態！

早寝・早起き・朝ごはんは、元気の基本！

右グラフは体力年齢が暦年齢より若い人（以下、体力年齢＜暦年齢）の朝食摂取状況を表し
ています。全年代で『毎日食べる』と回答している人が、体力年齢＜暦年齢の割合が高くなっ
ています。とくに、60～ 64歳の年代
に関して、『毎日食べる』と『毎日食
べない』の体力年齢＜暦年齢の割合が
30%近く差があります。
健康寿命を延ばすためにも、朝食を

しっかり食べることは、大切だと言え
ます。

33.9
39.1

42.9

49.4 51.1

25.8

32.0
38.4

43.8
49.3

20.7
25.9

32.5

41.7

22.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

25 29 35 39 45 49 55 59 60 64

1日のパワーは朝ごはんから

※体力年齢…体力面から年齢を判断
した年齢。一般的に運動能力が高い
と体力年齢が若くなる。
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後期高齢者医療制度のお知らせ

比 較平成28年度平成27年度軽減割額所得が次の金額以下の世帯

△ 167円4,980円5,147円9割軽減33万円かつ被保険者全員が、
年金収入80万円以下で所得が0円

△ 249円7,471円7,720円8.5割軽減33万円
△ 832円24,904円25,736円5割軽減33万円＋（26万5千円×世帯の被保険者数）※1

△1,330円39,847円41,177円2割軽減33万円＋（48万円×世帯の被保険者数）※2

鞄保険料の納め方について鞄
保険料の納め方には、年金から保険料が引き落とされる
『特別徴収』と、口座振替や窓口で直接納付をする『普
通徴収』があります。現在、年金から引き落としされて
いる『特別徴収』の方については、『口座振替』を選択
することもできます。
『口座振替』へ変更を希望される場合は、申請が必要です。

均等割の軽減 被保険者と世帯主（被保険者以外も含む）の所得の合計で判定します。
平成 28年度に軽減の範囲が一部拡大されます。

※保険料の納め忘れによる未納が長期に渡り続きますと、保険証が交付されないことがあります。

納付状況についてもう一度、ご確認くださいますようお願いします。

被用者保険の被扶養者だった方の軽減
後期高齢者医療制度に加入する前、被用者保険の被扶養者だった方は、所得割がかからず、
均等割は 9割軽減されています 閣 1年間の保険料4,100円

所得割の軽減 加入者個人の所得で判定します。
所得から 33万円を引いた額が58万円以下の方 閣 所得割5割軽減

鞄保険料率が変わります鞄
後期高齢者医療制度では、2年ごとに保険料率の見直しをすることとなっています。

平成28・29年度の新しい保険料率が決まりましたのでお知らせします。

※1 平成27年度：33万円＋（26万円×世帯の被保険者数）
※2 平成27年度：33万円＋（47万円×世帯の保険者数）

均 等均 等 割割
49,809円

1年間の保険1年間の保険料料
限度額57万円

所 得所 得 割割
（前年所得－33万円）×10.51％

釜

保険料は、所得税や個人住民税の社会保険料
控除の対象となります。「年金引き落し」に
よって納めている場合は、本人のみの控除対
象となりますが、口座振替によって支払った
場合は、本人以外のご家族の控除対象とする
こともできます。

後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者後期高齢者医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制医療制度度度度度度度度度度度にににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいててててててててててついて

こ う き こ う れ い し ゃ

均等割額均等割額 49,80949,809円円
現行 51,47現行 51,4722円（1,663円減円（1,663円減））

所得割額所得割額 10.5110.51％％
現行 10.52現行 10.52％％（0.01％減）（0.01％減）

賦課限度額賦課限度額 57万円57万円
現行 57現行 57万万円（現行どおり円（現行どおり））

● 主な改正点

● 所得の低い方は保険料が軽減されています

●保険料は税金の控除対象になります●

＝
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後期高齢者医療制度のお知らせ

鞄高額療養費支給申請について鞄

後期高齢者医療制度では、口座の申請を
していただくと以降生じた高額療養費が
自動的に届出された口座へ支給されます。
高額療養費が発生していて口座の届けが
ない場合は、北海道後期高齢者医療広域連
合より申請のご案内が送付されますので、
同封の返信用封筒にて郵送してください。
また、口座の変更を希望される場合も、

町民課保険医療係または、振内・貫気別両
支所の窓口へご連絡ください。

鞄保険料の減免および
一部負担金の免除について鞄

災害などで重大な被害を受けたときや、
離職およびその他の特別な事情で生活が
著しく困窮し、保険料を納めることが困難
になった場合などについては、申請をして
認められると保険料が減免となる場合が
あります。
また、医療機関での窓口負担（一部負担

金）についても広域連合の決定した額が減
額または、免除となる制度があります。

鞄高額医療・高額介護合算
療養費制度について鞄

同じ世帯の加入者（被保険者）の方全員
が、1年間に支払われた医療保険と介護保
険の自己負担額の合計が一定の基準を超え
たときは、その超えた金額が『高額医療・
高額介護合算療養費』として支給されます。
支給の対象となる被保険者の皆さまには、

お知らせしますので該当した場合は申請を
してください。

鞄交通事故などにあったとき鞄

交通事故など第三者（加害者）の行為に
よってけがや病気をしたとき、本来医療費
は、加害者が全額負担するのが原則ですが、
損害賠償の都合などにより保険証を使っ
て治療を受けることができます。
かかった医療費は、後期高齢者医療が一

時的に立て替え、後で加害者へ請求するこ
とになります。

猿まずは、警察に連絡しましょう

必ず警察に連絡し、人身事故として『事
故証明書』を出してもらいましょう。

猿必ず市町村の窓口にも申請しましょう

保険証、加入者（被保険者）の印鑑、
『事故証明書』をもって、『第三者行為
による被害届』の申請をしてください。

鞄医療費の負担について鞄

次のような場合で、医療費をいったん
全額お支払いただき、市町村の窓口へ申
請を認定されると、本来の医療費自己負
担分（1割または 3割）以外が療養費とし
て支給されます。

①ギプスやコルセットなどの治療用補装

具を購入したとき

②やむを得ず保険証を提示できずに診療

を受けたとき

③医師が必要と認めたあんま・はり・きゅ

う・マッサージを受けたとき

④海外で診療を受けたとき

汲後期高齢者医療制度泣では、2年ごとに保険料率の見直しをすることとなっており、平成28年

度はその見直しの年となります。

また、保険料の軽減判定をする際の基準も変更されますので、制度の要点と併せてご確認ください。

猿申 請 先 町民課保険医療係（ふれあいセンターびらとり内）・役場支所（振内・貫気別）

猿お問い合わせ 町民課保険医療係（緯4-6113）
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まちのひろば
びらとり

初午祭 （2/6）

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

町の冬のイベントの風物詩となっている、全道PKグラ
ンプリが二風谷ファミリーランドで行われ、今年で20回
目を迎えました。元コンサドーレ札幌の吉原宏太さんが
特別ゲストとして参加した今回は、町内外から約700人
の選手が集まり、優勝商品の「最高級びらとり和牛」を
かけた熱戦が繰り広げられていました。

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

御祭神の源義経公が、騎馬武者であり馬を大事にし、
初午の日に祈願すると願いがかなうと言われ、初午祭は
昭和48年ころから現在まで続いています。
社殿内にて祭儀を終えた後、境内で今年の鬼門（東北

東）に馬上から破魔矢を3本放つ「矢刺しの神事」を行
いました。

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

全道PKグランプリ （2/7）

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

認知症について正しく理解し、認知症の方を応援する
ために自分にできることを考えてもらうことを目的とし
た養成講座が、平取小4年生を対象に行われました。
平取町キャラバン・メイトが講義と寸劇を披露し、そ

の後児童たちも認知症の方とどのように接するかグルー
プで考えあい、理解を深めていきました。

認知症サポーター養成講座 （2/10）

アイヌ文化伝承活動発表の場となる、シシリムカアイ
ヌ文化祭が中央公民館で行われました。
沙流川まつりにも出演いただいた、歌手のおおたか

静流さんがゲストとして出演。二風谷アイヌ語教室で学
しずる

ぶ子どもたちとアイヌ語に訳した「花」を歌い、会場か
らは大きな拍手が送られていました。

シシリムカアイヌ文化祭 （2/21）

道が主催する「第30回全道中学生の税をテーマとした
ポスターコンクール」で、多田陽音さん（平取中1年生）、

た だ は る ね

平村
ひ ら む ら

竜也さん（平取中1年生）が日高振興局長賞を、
た つ や

坂上
さ か う え

木乃葉さん（平取中1年生）、
こ の は

船越塁さん（平取中1年
ふ な こ しる い

生）が日高教育局長賞を受賞しました。入賞作品は日高
振興局税務課のホームページで閲覧できます。

中学生の税をテーマとしたポスターコンクール
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TOWNTOPICSINBIRATORI

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

平取町は1月19日、地震や豪雨、洪水等の災害に備え、町民に対して必要な情報を迅速に
提供し、さらに行政機能の低下を軽減するため、ヤフー株式会社（宮坂学代表取締役）と災
害に係る情報発信等に関する協定を締結しました。
この協定は、町のホームページの災害時におけるアクセス負荷の軽減を目的として、ホー

ムページのキャッシュ（パソコンが一時的に保持しているデータ）をヤフーのサービス上に
掲載し、一般の閲覧に供することや、避難所等の防災情報
をヤフーに提供し掲載するなどして、一般に広く周知する
ことなどの内容となっています。
川上町長は「昨年9月に北関東で発生した、集中豪雨に

よる鬼怒川の堤防決壊の災害など、毎年さまざまな災害が
発生しています。当町でも、平成15年8月の台風第10号
にともなう集中豪雨災害は、町に大きな被害をもたらしま
した。町民の生命と財産を守るため、ご協力いただき誠に
感謝しています。」と話しています。

ヤフー株式会社と災害に係る情報発信等に関する協定を締結しました

社会貢献の一環として、2月9日に苫小牧地方法人会平
取支部（小林史明会長・櫻井幹也副会長）が歩行器2台
を社会福祉法人平取福祉会「特別養護老人ホーム平取か
つら園」へ寄贈されました。
あたたかいご厚意に感謝いたします。

寄贈ありがとうございます

ご寄付ありがとうございます

2月12日、仁岸清信さん（荷菜）が町長室を訪れ、「町
の発展のために活かしてほしい」と町へ寄付をされまし
た。川上町長より「いただいた寄付金は、町のために大
切に使わせていただきます」とお礼の言葉が述べられま
した。
あたたかいご厚意に感謝いたします。

体力づくり推進運動 （3/14）

住民の体力づくりの支援を目的とした体力づくり推進
運動が、体力づくり実行委員会によって振内町民セン
ターで行われました。この取り組みは全10回行われ、最
終回となったこの日は約30人が参加し、皆勤者へは表彰
状も贈られました。代表の川上憲司さんは、参加者の意
向を確認し「来年度も継続したい」と話していました。
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教教育育委委員員会会かかららののおお知知ららせせ

2月 12日、平取小学校で総合的な学習の時間において、
平取町における歴史、文化に対する理解を深めるために
アイヌ文化の体験学習が行われました。
平取アイヌ文化保存会から14人の方々が訪れ、小学校

3年生を対象として 2時間にわたり、歌と踊りの体験や
ムックリの体験などの指導にあたっていただきました。
はじめに、3種類の着物の説明をされ、中には非常に

高価なものもあり、子どもたちは大変驚いていました。また、トンコリという楽器の説明もあ
り、初めて見る子も多く、興味をもって聞き入っていました。
そして、説明後の歌と踊りの体験では、保存会の方々の指導を受けながら、楽しそうに歌っ

たり踊ったり、生き生きと取り組んでいました。
その後のムックリ体験では、音を鳴らそうと努力する子ど

もたちの姿があり、コツをつかみ音が鳴った子や、中には完
璧に鳴らすことができる子もいました。
子どもたちはアイヌ文化に対する関心が高く、アイヌの素

晴らしい自然観やアイヌ文化の良さを実感しながら、心から
楽しんで学習していました。
今回の学習体験を通じ、今後も子どもたちには、郷土の歴

史や文化について主体的に学んでいってほしいものです。

アイヌ文化の学習：歌と踊り、ムックリなどの体験 ！
～平取小学校３年生 総合的な学習の時間～

4月にはぴかぴかのランドセルを背に ！安全・安心な春休みに ！

4月には大きなぴかぴかのランドセルを背負った小学校 1年生の姿が、また、真新しい制服
に身を包んだ凜々しい中学校 1年生の姿が見られます。今の春休みは子どもたちにとって、新
しい学校や学年に向けての夢や希望に胸をはずませ、新たな決意を抱き計画を立てるなど、自
主的・自律的に生きる力を身につける良い機会でもあります。
しかしながら、夏休みや冬休みと異なり開放的になったり、トラブルに巻き込まれたりと、

問題行動等も時に見られます。入学や進級を前にして、大きな事件や事故にあうことなく有意
義な時を過ごし、4月の始業式・入学式を迎えたいものです。
事故や問題行動の未然防止のためにも、家庭・地域・学校などがより連携して、基本的な生

活習慣（早寝・早起き・朝ご飯）の確立、あいさつの励行など子どもたちの成長を支援してい
きましょう。
【注意】交通安全（通学路の確認も含め）・河川の増水・ネットトラブル・不審者など

隔紫雲古津小学校一日入学
「くるくるへび」制作

＜町内小中学校入学式＞
入学予定人数

4月 6日卯 平取小学校 24人
4月 6日卯 紫雲古津小学校 03人
4月 6日卯 二風谷小学校 06人
4月 6日卯 貫気別小学校 07人
4月 6日卯 振内小学校 09人
4月 7日鵜 平取中学校 34人
4月 7日鵜 振内中学校 09人

（人数は 2月末現在）
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2月 27日、「第 4回全町小学生ドッジボール大会」を町民体育館で開催し、13チーム 133
人の小学生が参加しました。今年は前年より 3チーム多く、町内全児童の約半数が参加した人
気の大会となりました。1～ 3年生と 4～ 6年生の 2部に分かれ、それぞれ勝ち点を重ねなが
ら優勝を争いました。保護者や先生たちの熱い声援の中、選手たちはひとつひとつのプレーに
集中し、真剣な表情で頑張っていました。

元日本代表 「吉原宏太さん」を招いてのサッカー教室

隔 1～ 3年生の部 優勝
「レインボーサンダース」

隔ボールに集中する選手たち

2月 10日、トップアスリート活用事業として、元サッカー日本代表
の吉原宏太さんをはじめ、コンサドーレ札幌のスクールコーチを講師
に招き、町民体育館でサッカー教室を開催しました。約 2時間のメ
ニューを終えた参
加者は「無駄な動
きが減った」「厳し
いところもあった
が、とても勉強に
なった」と感謝し
ていました。

隔 4～ 6年生の部 優勝
「AK69-1」

熱い戦い ！「第４回全町小学生ドッジボール大会」開催

和菓子づくりに挑戦 ！ ～女性教養講座～

2月 25日、日高ブレットファーム、グルニエのシェフ、河部仁氏を講師に「楽しい和菓子
づくり」の講座を 14人の参加により開催しました。今回は、道明寺桜餅と、焼皮桜餅の 2種類
を作り、混ぜ方、形の作り方、色の調製などを学びました。
桜の葉の塩抜きでは、予想以上に力を入れて、ぬるま湯

の中で洗うことに驚きました。焼皮は、クレープのように
薄く焼き上げ、中に餡を入れ、葉をそえて、くるくるっと

あん

巻き、仕上げました。それぞれ、濃いピンクや淡いピンク
など、好みの色で作っていました。
参加者からは、「初めて作ったが楽しかった。家でも作り

たい」との感想があり、材料の分量をメモする姿が見られ
ました。
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で
す
。

リ
ス
ク
に
よ
っ
て

「
動
機
付
け
支
援
」

「
積
極
的
支
援
」

に
分
け
ら
れ
、
今
後
ど
う
す
れ

ば
生
活
習
慣
病
予
防
が
で
き
る

の
か
、
保
健
師
や
栄
養
士
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
が
行
わ

れ
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
の
対
象
と

な
っ
た
方
に
は
、
直
接
、
保
健

師
が
声
を
か
け
ま
す
の
で
、
断

ら
ず
に
、
積
極
的
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
活
用
す
る
こ
と
が

健
康
へ
の
近
道
で
す
！

嘘
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
か
、

健
診
の
結
果
の
見
方
、
食
事
・

運
動
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
で
す
。

保
健
師
・
栄
養
士
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
も
と
、
自
分
で
健
康
目
標

を
立
て
、
そ
の
目
標
に
沿
っ
て
、

6
ヶ
月
間
生
活
習
慣
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

い
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
、
保
健
推
進
係
と

し
て
も
重
点
的
に
予
防
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
のののののののののの
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

事
業
の
紹
介介介介介介介介介介介

臼
健
診
結
果
説
明
会

特
定
健
診
を
受
け
た
方
を
対

象
に
、
健
診
結
果
説
明
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

健
診
の
結
果
に
つ
い
て
の
説

明
と
結
果
の
見
方
・
結
果
か
ら

考
え
ら
れ
る
健
康
問
題
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。
保
健
師
や

栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
と
相
談

を
し
な
が
ら
、
生
活
習
慣
の
見

直
し
・
改
善
に
向
け
て
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
す
。

渦
特
定
保
健
指
導

特
定
保
健
指
導
と
は
、
特
定

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
判

断
さ
れ
た
人
に
実
施
さ
れ
る
、

生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
支
援

「
保
健
推
進
係
」

「
保
健
推
進
係
」
はは

こ
ん
な
こ
と

こ
ん
な
こ
と
をを

や
っ
て
い
ま
す

や
っ
て
い
ま
す
！！

今
年
度
の
す
こ
や
か
便
り
で

は
、
糖
尿
病
に
焦
点
を
当
て
て
、

病
態
・
食
事
・
運
動
に
つ
い
て

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

平
取
町
は
、
血
糖
値
の
高
い

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
お
伝

え
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

ま
と
め
と
し
て
、
平
成
27
年
の

健
診
結
果
か
ら
み
え
た
こ
と
、

そ
れ
に
対
し
て
保
健
推
進
係
が

取
り
組
ん
で
き
た
保
健
事
業
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

健健健健健健健健健健
診診診診診診診診診診
かかかかかかかかかか
らららららららららら
見見見見見見見見見見
ええええええええええ
たたたたたたたたたた
ここここここここここ

健
診
か
ら
見
え
た
こ
ととととととととととと

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
結

果
を
み
る
と
、
糖
尿
病
の
指
標

で
あ
る
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1

c
が
基
準
値
（
5
・
6
％
以
上
）

を
上
回
っ
て
い
る
方
が
、
全
体

の
62
・
2
％
で
し
た
。

糖
尿
病
は
、
そ
れ
自
身
に
よ

る
高
血
糖
だ
け
で
な
く
、
高
血

圧
・
脂
質
異
常
症
も
合
併
し
や

す
く
、
二
重
・
三
重
に
リ
ス
ク

を
負
う
た
め
、
虚
血
性
心
疾
患
・

脳
血
管
疾
患
へ
と
つ
な
が
る
怖

問

保
健
福
祉
課

保
健
推
進
係

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
内
）

緯
4

‐
6
1
1
2

お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

健康づくり応援健康づくり応援団団 保健福祉課保健福祉課

Health Infomation

唄
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
継
続

的
な
健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く

り
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

運
動
習
慣
の
き
っ
か
け
づ
く
り

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
は
つ

ら
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

い
う
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
勧
め
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
足
腰
へ

の
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

平
成
28
年
度
も
同
事
業
を
実

施
し
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
へ

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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【小説・エッセイ】

『幹事のアッコちゃん』／柚木麻子

『水鏡推理Ⅱ』／松岡圭祐

『女神（探偵・竹花）』／藤田宜永

『うちのご近所さん』／群ようこ

『アシタノユキカタ』／小路幸也

『臥龍（横浜みなとみらい署暴対係）』

／今野敏

『家康、江戸を建てる』／門井慶喜

『また、同じ夢を見ていた』

／住野よる

『誰にも探せない』／大崎梢

『ビューティーキャンプ』／林真理子

『鼠、地獄を巡る』／赤川次郎

『赤毛のアンナ』／真保裕一

『倒れるときは前のめり』／有川浩

『われらが胸の底』／落合恵子

【家庭・生活 ・趣味】

『愛しの油揚げ』／高橋良枝

『だからつくる調味料』

／オザワエイコ

『スイーツ・バイブル』／福田淳子

『「これ、作って ！」がきっと見つかる

通園・通学バッグとこもの』

／リトルバード

【社会・その他】

『黄砂にいどむ

緑の高原をめざして』／高橋秀雄

『子の無い人生』／酒井順子

『あがり症のあなたは〈社交不安障

害〉という病気。でも治せます ！』

／渡部芳徳

新新着着図図書書ののおお知知ららせせ新着図書のお知ら新着図書のお知らせせ

3月の休館日
7・１4・20・２1・22・28日

4月の休館日
4・１1・18・２5・29日

7日 （木） 【貫気別地区】

10:45～11:15 荷負 遠藤和江さん宅前

11:30～12:00 貫気別生活館

13:15～13:45 芽生生活改善センター

14:00～14:30 旭生活館

8日 （金） 【振内地区】

10:00～11:00 山の駅ほろしり館

11:15～11:45 岩知志ふれあい館

13:30～14:00 豊糠生活改善センター

燕利用者カードがなくても、ご利用できます。

燕貸出期間は、次回の巡回日までになります。

燕本の返却、不用な本のご寄贈も受け付けます。

図書ワゴン （移動図書館車）運行日程【4月】

4月から新学期・新生活が始まりますが、
この時期は「忙しくて忘れていた」「引っ越し・
大掃除などで行方不明になった」などの理由
で図書等の延滞・紛失が多くなります。過去
には「気付かずに古雑誌と一緒に捨ててし
まった」「引っ越しの荷物に入れて送ってし
まった」ということもありました。
特に紛失してしまった場合は原則として弁

償していただくことになりますので、今一度
ご家族の方にも確認してみてください。
貸出期間の延長も可能ですので、返却日に

間に合わない時や、現在借りている図書等の
ご確認の際は図書館にご連絡ください。
※予約が入っている場合
は延長できませんのでご
了承ください。

図書館の本・雑誌・DVDな図書館の本・雑誌・DVDなどど

返し忘れはありませんか返し忘れはありませんか？？

図書館へいこう 平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平 取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取 町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町 立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立 図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図 書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書平 取 町 立 図 書 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれあああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびらららららららららららららららららららららとととととととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ふれあいセンターびらとり・３階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階

産開館時間 火～金曜日 9:3０～ １８:００ 土・日曜日 9:3０～ １７:００

産休館日 月曜日・祝日 ※月曜日が祝日の場合は、その翌日も休館。

始 4-6666 姉 4-6871 死 risu2@guitar.ocn.ne.jp
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まままままままままままままま ちちちちちちちちちちちちちち のののののののののののののの 人人人人人人人人人人人人人人 口口口口口口口口口口口口口口 とととととととととととととと 世世世世世世世世世世世世世世 帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯ま ち の 人 口 と 世 帯 数数数数数数数数数数数数数数数

（△49）5,354人人 口

（△26）2,614人男

（△23）2,740人女

（△52）2,612世帯世帯数

()内は前月比 2月末現在

関係機関電話番号

市外局番（01457）

平取町役場（本庁）

総務課（代表）緯2-2221
まちづくり課 緯2-2222
産業課 緯2-2223
税務課 緯2-2224
出納室 緯2-2225
建設水道課 緯2-2226
議会事務局 緯2-2227
アイヌ施策推進課

緯2-2341
農業委員会・土地改良区

緯2-2695

役場振内支所 緯3-3211
役場貫気別支所

緯5-5204

ふれあいセンターびらとり

緯4-6111
保健福祉課 緯4-6112
町民課 緯4-6113
児童館 緯2-3026
子ども発達支援センター

緯2-3400
地域包括支援センター
「ほほえみ」 緯2-3700
社会福祉協議会

緯4-2267
図書館 緯4-6666

平取町教育委員会

中央公民館 緯2-2619
町民体育館 緯2-2749
二風谷アイヌ文化博物館

緯2-2892
沙流川歴史館 緯2-4085

その他公設機関

平取町国民健康保険病院
緯2-2201

平取町外2町衛生施設組合
緯2-2024

日高西部消防組合平取支署
緯2-2361

この広報誌は再生紙を使用しています。
次回の「広報びらとり4月号No.654」は、4月22日窺に発行します。

QRコード

平取町公式ホームページ
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交交交交交交交交交交交交交交 通通通通通通通通通通通通通通 事事事事事事事事事事事事事事 故故故故故故故故故故故故故故 発発発発発発発発発発発発発発 生生生生生生生生生生生生生生 状状状状状状状状状状状状状状交 通 事 故 発 生 状 況況況況況況況況況況況況況況況

（△ 1）0件発生件数

（△ 0）0人死 者 数

（△ 1）0人傷 者 数

( )内は前年比 2月末現在

762日死亡事故ゼロ日数

今今月月ののワワンンシショョッットト

ブーツホッケー大会 （2/11 振内小学校スケートリンク）




